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　全国と熊本県の有効求人倍率（季節調整済）は、2020年₃月から₉月にかけては、新型コロナウイルスの
影響により低下したものの、2024年₆月まで一貫して₁倍以上で推移している（図表₁）。
　2021年には全国の有効求人倍率との差が拡大し、₇月にはその差が最も大きくなった。同年は、半導体関
連企業の進出や２０２０年₇月に発生した人吉・球磨地域での豪雨災害からの復興需要も重なり、熊本県は特有
の動きを見せた。その後、熊本県では2023年₂月に有効求人倍率が1.45倍、全国では2022年12月に1.36倍と
なり、コロナ禍以降で最も高い水準となった。
　2023年₇月以降は、熊本県と全国の有効求人倍率の差は縮まり、2023年後半から現在にかけて全国と同水
準で推移している。
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図表１　有効求人倍率の推移（季節調整済）

資料：熊本労働局「一般職業紹介状況」
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